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＜連絡事項＞

・書き初め大会について

日時：平成24年1月5日（木）　9：30～11：30（午前の部）

　　　　　　　　　　　　　　　　14：00～16：00（午後の部）

　場所：集会室　　お題：「岸」「きし」

　対象職員：東病棟、西病棟、北病棟、南病棟、デイケア、ＡＯＭ、医事、庶務、
五福、コメディカル

※当日勤務の都合にて集会室にて行えないスタッフについては、12月23日（金）～12月30日（金）に書いて下さい。庶務室前廊下に準備します。（帰宅前又は休憩時間などに書いて下さい。）

【投票について】投票期間：1月6日（金）～1月10日（金）
患者様の作品について、1月5日（木）～1月12日（木）まで集会室にて展示します。

集会室に投票箱を設置しますので、下記の期間で投票の協力をお願いします。

・定期処方箋一元化と処理手順の改定案について

　現在、入院定期処方は精神科処方箋と皮膚科処方箋が別々に取り扱われていましたが、調剤が一包化していることにより処方ミスが生じていました。今後、事故防止のため、精神科と皮膚科の定期処方箋をひとつにまとめる方法をとり、これにより、現行で見落とされていた皮膚科処方がなくなります。さらに、処方箋及び複写側１枚のみで分包された薬の監査、確認も安易となります。

上記処理手順は、12/28より開始となります。詳細は各自改定案を確認して下さい。

・年末年始の皮膚科診察について
12/26　東病棟

12/27　西・北病棟

12/28.29～1/2.3　休み

1/4    南・東病棟

1/5    西・北病棟

間違いのないよう診察準備、庶務Tへ送迎の連絡をお願いします。

・本日、東Dの17号室、18号室の暖房が弱いということで点検をしていただきましたが、特に異常はありませんでした。

・訪問看護ステーション五福と認知症疾患医療センター開設に伴い、外線の電話番号が変更・追加になりました。関連施設外線電話番号一覧表を確認して下さい。
・本日予定されていたカンファレンス内での勉強会（検査データに関する勉強会：担当　鳥谷部ＮＳ）は実施していません。後日、予定を組み実施して下さい。

・合併症室患者様の入浴について

全身状態の悪化や座位保持できず安全確保できないため、入浴日に実施出来ていない状況です。入浴日以外でも、患者様の全身状態が良く、スタッフ人員が確保できる時に安全に実施して行きましょう。また、必要であれば、南病棟のクレイドル浴借用も検討していきましょう。

・次回、歯科受診は12/28（水）の実施予定です。

＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～本日より12/23まで外泊。感冒症状あり、ＰＬ処方となっていましたが、本日昼で飲み切り中止。

・植村　廣隆様～感冒症状あり、漢方（小青竜湯）処方となっていましたが、症状改善により本日で飲み切り中止。ＡＬプログラム実施に伴い、Ｄユニットへの移動について環境調整確認をして下さい。Aユニットでのプログラム実施は、周りからの刺激に影響を受け易い状況です。環境調整がつくまでは、できる限り配慮（東Dや診察室など個室に移るなど）をし、本人が取り組み易い環境を提供していきましょう。
・木村　格治様～本日より12/23まで外泊。本日、タスモリン追加処方。帰院時の気分変動等の観察をしていきましょう。

・前川原　勝美様～自己排痰困難、吸引施行のためベッド移動しています。白から淡黄色の排液除去する。昨日、亀頭部から膿あり、主治医よりカテーテル抜去の指示あり、10：00抜去。排尿12Ｈ無い時は導尿の指示あり。自尿あるか排泄状況の確認をしていきます。

・長谷川　陽一様～感冒症状あり、本日夕より、ＰＬ　3Ｐ　3×1/3Ｔ臨時処方。

＜要注目患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。勤務交代時、覚醒するが再入眠できています。日中は危険行為、過度な要求もなく経過しています。

・成田　勝弘様～作業療法の導入、ＡＬプログラム再開時期の確認をして下さい。夜間良眠。被害的言動はなく、対面時も穏やかです。

・大下　彌三郎様～両手ミトン装着。上肢拘束中。経管栄養はトラブルなく実施。バイタル異常、拘束部位の異常もなし。介助への抵抗もありません。主治医診察時に排泄管理の継続等、指示確認をして下さい。

12/22より、Ｃｚ－Ｈｉ　５本（2-1-2）/日

白湯　　　（200-300-200）/日に増量となる。

・岩館　賢一郎様～経管栄養中のみミトン装着。バイタルサイン異常なし。スタッフを大声で呼ぶことある。







